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さつまいもの詰め放題さつまいもの詰め放題��

活
性
化
事
業

活
性
化
事
業

青年部

青年部

広
尾
線
ブ
ロ
ッ
ク

広
尾
線
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

幹
部
研
修
会
の
開
催

　
　

幹
部
研
修
会
の
開
催
��研修会のようす研修会のようす

青年部

第第
4848
回回

　

Ｊ
Ａ
十
勝
青
年
部
大
会
の
開
催

　

Ｊ
Ａ
十
勝
青
年
部
大
会
の
開
催
��十勝大会のようす十勝大会のようす

　

11
月
27
日
、
ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
帯
広
に
お
い
て
、
第

48
回
Ｊ
Ａ
青
年
部
十
勝
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
十
勝
地
区
農
協
青
年
部
協
議
会
が
主
催
し
、
十

勝
管
内
23
単
組
の
青
年
部
員
が
集
ま
り
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
も

５
名
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
萩
原
輝
会
長
が
挨
拶
し
、
大
会
の
日
程
へ

と
移
っ
た
。

　

初
め
に
「
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
大
会
」
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
う
ら
ほ
ろ
・

Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ
・
Ｊ
Ａ
め
む
ろ
・
Ｊ
Ａ
忠
類
・
Ｊ
Ａ
本
別
町
・
Ｊ

Ａ
お
と
ふ
け
の
順
に
各
代
表
者
が
発
表
し
た
。

　

そ
の
後
、
ユ
ー
ク
ロ
ニ
ア
株
式
会
社
代
表　

菅
原
洋
平
氏
を
講

師
に
「
脳
の
多
様
性
～
ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
～
」
と
題
し
、

脳
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
考
え
方
の
違
い
や
人
と
の
接
し
方
な
ど
に

つ
い
て
講
議
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
「
動

画
で
発
信
�
農
の
魅
力
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、
各
単

組
ご
と
に
地
域
農
業
の
果
た

す
役
割
や
消
費
者
の
理
解
促

進
に
向
け
た
30
秒
の
動
画
を

作
成
し
、
そ
の
放
送
会
が
行

わ
れ
た
。

　

当
農
協
青
年
部
は
残
念
な

が
ら
入
賞
と
は
な
ら
な
か
っ

た
が
大
樹
町
の
農
業
風
景
や

作
業
風
景
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

　

12
月
10
日
、

Ｊ
Ａ
大
樹
町
青

年
部
（
山
口
寿

斗
部
長
）
で
は

青
年
部
活
性
化

事
業
で
収
穫
し

た
さ
つ
ま
い
も

の
販
売
会
を
行

な
っ
た
。

　

当
日
は
約
２

０
０
キ
ロ
ほ
ど

の
さ
つ
ま
い
も
を
詰
め
放
題
に
て
販
売
し
た
。
収

穫
量
や
詰
め
放
題
と
い
う
形
式
上
並
ん
で
い
た
だ

い
た
方
す
べ
て
に
販
売
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
１
時
間
ほ
ど
で
完
売
し
た
。

　

ま
た
、
乳

製
品
の
消
費

拡
大
の
推
進

と
し
て
牛
乳

と
チ
ー
ズ
の

無
料
配
布
も

同
時
に
行
い
、

町
民
の
方
々

に
手
渡
し
た
。

　

12
月
11
日
、
農
協
青
年
部
広
尾
線
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
帯
広
に
お
い
て
幹
部
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
は
当
農
協
青
年
部
が
広
尾
線
を
担
当
し
６
名
の
部

員
が
出
席
し
た
。

　

始
め
に
山
口
部
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
さ
れ
、
研
修
会
が

開
始
さ
れ
た
。

　

講
師
に
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ　

Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社　

代
表
取

締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ　

小
田
切
義
則
氏
を
招
き
「
北
海
道
、

そ
の
先
は
宇
宙
産
業
で
切
り
拓
く
」
を
テ
ー
マ
に
自
身
の
生

い
立
ち
や
会
社
の
概
要
説
明
、
今
後
の
宇
宙
産
業
の
見
通
し

な
ど
を
話
し
た
。

　

ま
た
、
講
義
の
中
で
農
業
の
衛
星
利
用
に
よ
る
作
業
効
率

化
に
お
い
て
、
人
工
衛
星
デ
ー
タ
と
地
上
側
で
の
ド
ロ
ー
ン

な
ど
に
よ
る
情
報
を
相
関
さ
せ
生
育
状
況
や
病
害
虫
の
発
見

が
将
来
出
来
る
よ
う
に

な
る
と
話
し
て
い
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
今
回

畑
作
農
家
が
多
く
と
て

も
興
味
津
々
に
講
議
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

講
義
終
了
後
、
閉
会

の
挨
拶
を
金
曽
副
部
長

が
行
い
、
そ
の
後
の
懇

親
会
に
お
い
て
広
尾
線

の
部
員
同
士
交
流
し
、

親
睦
を
深
め
終
了
し
た
。

牛乳の無料配布も行いました牛乳の無料配布も行いました��
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できあがった４品できあがった４品

久々に復活の男女混合久々に復活の男女混合

す
ず
ら
ん
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

す
ず
ら
ん
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

―
青
年
部
合
同

―
青
年
部
合
同  

交
流
深
め
る
―

交
流
深
め
る
―

女性部
　

Ｊ
Ａ
女
性
部
す
ず
ら
ん
会
（
戸

梶
恵
子
会
長
）
は
、
11
月
30
日
健

康
増
進
を
目
的
に
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

大
会
を
実
施
し
た
。
今
回
は
青
年

部
に
も
声
を
か
け
青
年
部
か
ら
８

名
が
参
加
し
た
。
事
務
局
２
名
も

加
わ
り
総
勢
16
名
で
４
チ
ー
ム
に

分
か
れ
ラ
リ
ー
制
11
点
２
セ
ッ
ト

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
姉
﨑
美
紀
部
長
）

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
、
12
月
1

日
、
大
樹
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

調
理
室
に
お
い
て
定
例
交
流
会
を

実
施
し
た
。
毎
年
12
月
は
家
庭
で

の
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を

目
的
に
簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
で

料
理
講
習
会
を
行
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
９
名
の
参
加
者
で
３
班
に

分
か
れ
手
際
よ
く
４
品
を
作
っ
た
。

調
理
後
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
に
、

を
争
っ
た
。

　

始
め
に
、
ラ
ジ

オ
体
操
で
体
を
温

め
て
か
ら
各
自
試

合
に
臨
ん
だ
。
各

チ
ー
ム
男
女
混
合

に
な
る
よ
う
に
組

み
、
白
熱
し
た
試

合
と
な
っ
た
。

　

優
勝
し
た
チ
ー

ム
に
は
特
別
賞
と

し
て
箱
テ
ィ
シ
ュ

を
贈
呈
し
た
。
そ

の
後
、
懇
親
会
で

は
、
子
供
も
含
め

30
名
ほ
ど
が
集
ま

り
交
流
を
深
め
た
。

女性部

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス

料
理
講
習
会

料
理
講
習
会

会
話
も
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
た
料

理
を
味
わ
っ
た
。

　

チ
ャ
ウ
ダ
ー
の
マ
ス
は
焼
き
色

を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
生
臭
さ
が

抑
え
ら
れ
、
煮
崩
れ
す
る
こ
と
も

な
く
作
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、

若
鶏
の
ソ
テ
ー
に
添
え
ら
れ
た
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
も
生
ク
リ
ー
ム
と
合

わ
せ
る
こ
と
で
本
格
的
な
味
と
な

り
、
参
加
者
は
家
庭
で
も
作
れ
る

よ
う
に
レ
シ
ピ
を
持
ち
帰
っ
た
。
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女性部

Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会

Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会

創
立
創
立
7070
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

　

Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会
（
会
長　

平
か
よ
子
）

は
12
月
５
～
６
日
の
日
程
で
創
立
70
周
年
記
念
式
典

を
、
十
勝
幕
別
温
泉
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
に
て
開
催
し

た
。
関
係
者
約
２
０
０
名
が
参
加
す
る
な
か
、
当
女

性
部
か
ら
役
員
３
名
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
記
念
式
典
が
行
わ
れ
歴
代
の
会
長
３
名

が
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
後
、
単
組
紹
介
が

あ
り
、
各
単
組
で
作
成
し
た
３
分
ほ
ど
の
動
画
を
鑑

賞
し
た
。
動
画
は
女
性
部
活
動
の
紹
介
や
農
畜
産
物
、

加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
、
町
の
紹
介
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ク
イ
ズ

大
会
で
は
各
Ｊ
Ａ
の
特
産
品
が
景
品
と
な
っ
た
。

　

２
日
目
は
記
念
講
演
で
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
半
崎
美
子
さ
ん
を
招
き
、
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
め

９
曲
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
半
崎
さ
ん
の
個
性
豊
か

な
歌
声
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
に
富
ん
だ
歌
詞
、
生
き

方
そ
の
も
の
に
共
感
し
、
感
動
の
涙
を
流
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
11

月
９
～
10
日

の
日
程
で
開

催
さ
れ
た
Ｊ

Ａ
北
海
道
女

性
大
会
・
北

海
道
家
の
光

大
会
に
は
当

女
性
部
か
ら

は
部
長
、
副

部
長
が
出
席

し
た
。

記念式典のようす（十勝）記念式典のようす（十勝）

青
年
部
・
女
性
部

令
和
５
年
度
事
業

令
和
５
年
度
事
業

　
営
農
の
取
組
説
明
会
及
び

　
営
農
の
取
組
説
明
会
及
び

　
常
勤
・
非
常
勤
理
事
と
の

　
常
勤
・
非
常
勤
理
事
と
の

��

懇
談
会
を
開
催

懇
談
会
を
開
催
��説明会のようす説明会のようす

　

12
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に
お
い
て
Ｊ
Ａ

青
年
部
・
女
性
部
を
対
象
と
し
た
令
和
６
年
度

営
農
の
取
組
説
明
会
及
び
農
協
理
事
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
青
年
部
員
・
女
性
部
員
合
わ
せ
て

13
名
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
か
ら
は
常
勤
、
参
事
、
各

部
長
が
出
席
し
た
。

　

午
前
中
に
は
、
各
部
長
よ
り
「
令
和
６
年
度

営
農
の
取
組
」
の
説
明
を
行
な
い
、
午
後
か
ら

は
「
常
勤
・
非
常
勤
理
事
と
の
懇
談
会
」
を
行

な
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら

は
、
経
営
移
譲

に
つ
い
て
の
質

問
や
農
協
に
対

し
て
の
要
望
な

ど
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
、
有

意
義
な
意
見
交

換
の
時
間
と
な

っ
た
。
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新穀感謝祭新穀感謝祭農協懇談会の開催農協懇談会の開催��
　11月24日、大樹神社において新穀の豊かな

実りを祝うため新穀感謝祭が行われた。

　ＪＡの役職員や関係団体、町内団体の代表者

等が出席し、今年の収穫に感謝を捧げ、益々の

発展を祈願した。

　ＪＡ会議室において、12月６日～８日の３

日間で農協懇談会を開催した。

　懇談会では、令和５年度の生乳生産動向など

の説明や令和６年度の営農の取組について話し

意見交換を行なった。

　尚、意見集約については別紙のとおりとなり

ます。
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農
事
組
合
長
研
修
を
実
施

農
事
組
合
長
研
修
を
実
施
��

～
札
幌
み
ら
い
中
央
青
果
㈱
と
㈱
土
谷
製
作
所
の
２
か
所
を
視
察
～

～
札
幌
み
ら
い
中
央
青
果
㈱
と
㈱
土
谷
製
作
所
の
２
か
所
を
視
察
～

　

令
和
５
年
度
の
農
事
組
合
長
視

察
研
修
が
農
事
組
合
長
と
役
職
員

合
わ
せ
て
８
名
が
参
加
の
も
と
11

月
27
日
か
ら
28
日
の
１
泊
２
日
の

日
程
で
実
施
さ
れ
た
。

　

１
日
目
は
、
札
幌
市
の
「
札
幌

み
ら
い
中
央
青
果
株
式
会
社
」
を

視
察
。

　

同
社
は
旧
丸
果
札
幌
青
果
株
式

会
社
と
旧
札
幌
ホ
ク
レ
ン
青
果
株

式
会
社
の
統
合
に
よ
り
平
成
30
年

５
月
に
誕
生
し
、
青
果
物
の
流
通

を
通
じ
生
産
者
と
消
費
者
の
懸
け

橋
と
な
る
こ
と
を
経
営
理
念
と
し

て
お
り
、
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

内
に
事
務
所
を
構
え
て
い
る
。

　

令
和
５
年
の
青
果
物
の
情
勢
に

つ
い
て
、
干
ば
つ
や
多
雨
、
猛
暑

の
影
響
に
よ
り
圃
場
廃
棄
が
過
去

に
無
い
程
で
あ
り
、
品
質
の
劣
化

も
伴
い
生
産
量
が
大
き
く
減
少
し

た
。
特
に
猛
暑
の
影
響
は
消
費
者

の
需
要
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
、

野
菜
が
売
れ
ず
果
物
が
売
れ
る

と
い
う
傾
向
も
表
れ
た
。
生
産

現
場
で
は
物
価
上
昇
や
円
安
に

よ
り
諸
経
費
が
増
加
し
た
こ
と

も
重
な
り
、
生
産
者
は
特
に
苦

慮
し
た
１
年
と
な
っ
た
。
こ
の

猛
暑
が
今
後
も
続
け
ば
道
外
の

温
暖
な
気
候
に
適
し
た
作
物
の

作
付
け
が
増
加
す
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
、
北
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド

力
に
よ
る
優
位
販
売
が
で
き
る

反
面
、
冷
涼
な
気
候
に
適
し
た

作
物
に
よ
る
輪
作
体
系
が
崩
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
生
産
物
の
適
正
価
格
に
お

け
る
課
題
と
し
て
、
販
売
時
の
価

格
転
嫁
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
の

み
な
ら
ず
小
売
業
者
の
値
引
傾
向

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
更
な
る
理
解
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

視
察
時
に
は
市
場
で
の
取
引
や

せ
り
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

も
の
の
、
青
果
棟
２
階
通
路
か
ら

卸
売
場
や
仲
卸
売
場
を
見
学
し
、

市
場
の
流
れ
の
説
明
を
受
け
参
加

者
一
同
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い

た
。

　

２
日
目
は
、
札
幌
市
に
あ
る
「
株

式
会
社
土
谷
製
作
所
」
を
視
察
。

　

同
社
は
昭
和
２
年
創
業
の
「
安

心
」「
安
全
」「
安
価
」
な
製
品
の

供
給
、「
三
安
実
行
」
を
経
営
目

標
と
し
た
「
モ
ノ
創
り
」
と
「
ヒ

ト
創
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
主
に
酪
農
用
機
械
器
具

と
暖
房
用
ス
ト
ー
ブ
の
製
造
を
行

っ
て
い
る
。

　

「
モ
ノ
創
り
」
分
野
で
は
、
酪

農
で
は
な
じ
み
深
い
バ
ル
ク
ク
ー

ラ
ー
や
電
熱
水
槽
と
い
っ
た
も
の

か
ら
、
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
の
多
方
向

撮
影
解
析
に
よ
る
乳
用
牛
個
体

管
理
シ
ス
テ
ム
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
放
牧
牛
管
理
シ
ス
テ

ム
の
開
発
、
生
乳
集
荷
の
効
率

化
に
向
け
た
ト
レ
ー
ラ
ー
バ
ル

ク
の
試
作
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。「
ヒ
ト
創
り
」
分
野
に

お
い
て
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・

固
有
技
術
継
承
を
目
的
と
し
た

「
つ
ち
や
検
定
」、ベ
テ
ラ
ン
か

ら
若
手
へ
の
土
谷
ス
ピ
リ
ッ
ツ

継
承
の
場
と
な
る
「
つ
ち
や
酪

農
塾
」、
会
社
を
更
に
良
く
す

る
た
め
に
声
を
上
げ
、
声
を
上
げ

た
者
を
会
社
と
し
て
評
価
す
る
「
提

案
制
度
」
が
あ
り
、
全
社
員
が
創

意
工
夫
の
意
識
を
持
ち
続
け
て
い

け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
践
し

て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

工
場
見
学
に
お
い
て
は
、
実
際

に
「
提
案
制
度
」
に
て
採
用
さ
れ

た
製
品
の
展
示
を
見
た
り
、
改
良

が
施
さ
れ
た
電
熱
水
槽
や
連
動
ス

タ
ン
チ
ョ
ン
等
を
目
の
当
た
り
に

し
、
参
加
者
一
同
か
ら
多
く
の
質

問
が
な
さ
れ
て
い
た
。
場
内
は
随

所
に
創
意
工
夫
が
感
じ
ら
れ
、
職

員
も
活
き
活
き
と
作
業
し
て
い
る

印
象
を
受
け
た
。



たいき7( )

ＪＡネットワーク十勝の動き
令和６年１月

ＪＡネットワーク十勝

①十勝農業ビジョン２０２６
　令和４年度に策定した「十勝農業ビジョン２０２６～先進的で持続可能な農業を目指

して～」に示した基本姿勢のもと、生産者の農業所得の向上と安全安心で高品質な農畜

産物の安定供給に向けて取り組んで参ります。

　なお、２０２２年の管内農協取扱高は夏にかけての多雨・寡照、長引くコロナなどの

影響を受ける中、３，４９４億円となりました。

②十勝ごちそう共和国ブランド事業
　会員ＪＡの農畜産物や加工品のＰＲに向けて、首都圏の駅におけるデジタルサイネー

ジ広告や勝毎花火大会 YouTube 中継のプレゼント広告を新たに実施したほか、管内ラジ

オ番組における広告宣伝、ホームページからの情報発信に取り組んでいます。また、今

年のとかちマルシェには６ＪＡが参加し物販を行いました。

①職員採用支援
　ＪＡにおける人材確保が年々厳しさを増す中、職員採用活動（高卒）に向けた研修会

を開催するとともに、民間企業と連携し、中途採用強化に向けた研修会を開催いたしま

した。

②ＪＡ運営の事務効率化・合理化
　ＪＡ運営の事務効率化・合理化に向けて、将来を見据えたシステム・業務フローのあ

り方を研究しています。また、今後のＪＡ事業・施設運営、農畜産物の生産・貯蔵・流

通に係る新たなＪＡ間連携の必要性等について検討して参ります。

　組合員の皆様に、ネットワーク事業の推進状況をご報告申し上げます。

１．生産・販売の強化について

２．ＪＡ運営の強化について
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青色申告会

＊指導日以外の相談については、指導員不在のため対応できない場合がありますのでご了承下さい。

＊都合により指導日程・開催方法・会場が変更になる場合がございます。

青色申告及び白色申告に係わる指導日程
月　 日 曜 日 内　　　　　容 時　　間 場　　所

２月１日 木 乳牛市場

２月２日 金 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月３日 土

２月４日 日

２月５日 月

２月６日 火 和牛市場

２月７日 水

２月８日 木 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月９日 金

２月10日 土

２月11日 日 建国記念日

２月12日 月 振替休日

２月13日 火 道農連定期総会

２月14日 水 道農連定期総会

２月15日 木 乳牛市場

２月16日 金 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月17日 土

２月18日 日

２月19日 月

２月20日 火 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月21日 水

２月22日 木 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月23日 金 天皇誕生日

２月24日 土

２月25日 日

２月26日 月

２月27日 火

２月28日 水 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月29日 木

３月１日 金 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

３月２日 土

３月３日 日

３月４日 月

３月５日 火 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

３月６日 水 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

３月７日 木

３月８日 金 確定申告、消費税　指導・受付最終日 13：00～15：00 会議室Ｄ

３月９日 土

３月10日 日

３月11日 月

３月12日 火

３月13日 水

３月14日 木

３月15日 金 所得税確定申告書　税務署提出予定日

３月29日 金 消費税確定申告書　税務署提出予定日
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
11
回 

12
／
27

★
報
告
事
項

１　

令
和
５
年
産
野
菜
類
の
精
算

に
つ
い
て

２　

令
和
４
年
産
で
ん
粉
共
同
計

算
の
概
算
払
い
に
つ
い
て

３　

令
和
４
年
産
大
豆
共
同
計
算

の
精
算
に
つ
い
て

４　

令
和
４
年
産
民
間
流
通
麦
共

同
計
算
の
精
算
に
つ
い
て

５　

早
期
乾
乳
緊
急
促
進
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

６　

令
和
５
年
度
草
地
更
新
支
援

事
業
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

７　

令
和
５
年
度
畜
産
基
本
調
査

集
計
（
乳
牛
飼
養
頭
数
）
に

つ
い
て

８　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
運
営
委
員

会
の
報
告
に
つ
い
て

９　

令
和
５
年
組
合
員
勘
定
の
推

定
に
つ
い
て

10　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

に
つ
い
て

11　

マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
の
提
出
に

つ
い
て

12　

金
利
の
改
定
に
つ
い
て

13　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

14　

第
３
四
半
期
棚
卸
立
会
の
報

告
に
つ
い
て

15　

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

★
付
議
事
項

第
１
号　

特
別
審
議
委
員
会
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て

 

協
議
・
承
認

第
２
号　

名
誉
組
合
員
審
査
委
員

会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

 

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

名
誉
組
合
員
審
査
委
員
会

の
招
集
と
諮
問
に
つ
い
て

 

協
議

第
２　

対
策
指
導
農
家
等
の
組
勘

年
末
推
定
に
つ
い
て

 

協
議

第
３　

農
協
懇
談
会
の
意
見
集
約

に
つ
い
て

 

協
議
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10,134

9,765

9,495
9,596

9,211

9,952

9,690

9,263

8,946

9,193

9,374

8,988
8,870

9,2989,328 9,315

8,400

9,496

9,707

9,376

9,733

令和５年度12月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2022年度）

生産乳量（2023年度）

561,909561,909
535,217535,217

421,025421,025

496,864496,864

436,150436,150
409,623409,623

376,316376,316

469,312469,312

381,118381,118

381,118381,118398,933398,933
368,500368,500

432,252432,252

414,300414,300

456,395456,395 460,729460,729

416,738416,738

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2022年度

2023年度

（ ）書きは前年度単価

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

3/9 3/23 4/10 4/25 5/15 5/30 6/12 7/10 8/7 9/11 9/26 10/10 10/24 11/13 11/28 12/12 1/5 2/1 2/15

(600,804)(600,804) (579,543)(579,543) (477,675)(477,675) (522,500)(522,500) (415,841)(415,841) (442,287)(442,287) (397,100)(397,100) (364,447)(364,447) (503,877)(503,877)
(648,175)(648,175) (613,107)(613,107) (543,867)(543,867) (568,202)(568,202) (461,214)(461,214) (348,242)(348,242) (318,633)(318,633) (358,111)(358,111) (452,320)(452,320) (650,100)(650,100)

（円）
大　　樹

肉用牛（黒毛和種）

2023年度去勢

2023年度雌

2022年度去勢

2022年度雌

550,000

500,000

450,000

400,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/61/1012/511/810/39/68/17/56/65/104/53/14

（円）
大　　樹

750,000

850,000

679,451679,451

745,695745,695

792,832792,832

712,869712,869

667,071667,071
681,500681,500

593,120593,120
578,967578,967

599,614599,614 598,204598,204

480,968480,968
460,808460,808

472,511472,511
447,975447,975

563,847563,847

533,883533,883

586,124586,124

634,642634,642

638,890638,890

576,067576,067
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

２
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

１
月
号
の
応
募
者
は
15
名
で
、
14
名
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

１月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ハ ツ ヒ ノ デ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
上
中
島

）
宮

　
嶋

　
敏

　
男
さ
ん

（
美
成
）
小　

島　

未　

森
さ
ん

（
東
和
）
髙　

場　

得　

光
さ
ん

（
東
和
）
森　

田　

悠　

太
さ
ん

（
豊
里
）
佐
　
藤
　
ア
イ
子
さ
ん

（
開
進
）
島
　
田
　
範
　
子
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂　

本　

松
太
郎
さ
ん

（
石
坂
）
太　

田　

皓　

遺
さ
ん

（
萠
和
）
米　

谷　
　
　

歩
さ
ん

（
萠
和
）
戸　

田　

繁　

樹
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
フ
キ
の
花
茎
の
こ
と

⑥
銀
世
界
を
眺
め
て
楽
し
み
ま
す

⑦
ガ
イ
ド

を
片
手
に
観
光
地
を
巡
っ
た

⑨
安
倍
川
に
し
て
食
べ
よ
う
か
な
、
磯
辺
巻

き
も
い
い
な

⑪
日
没
の
こ
と
を
日
の

と
も
い
い
ま
す

⑫
雪
だ
る
ま
を
英
語
（
片
仮
名
語
）
で
い
う

と
⑭
佐
渡
島
に
は
こ
の
鳥
の
保
護
施
設
が
あ
り

ま
す

⑮
漢
字
に
は
音
読
み
と

読
み
が
あ
り
ま

す
⑰
平
方
根
を
表
す
記
号

⑲
魚
偏
に
「
弱
」
と
書
き
ま
す

㉑
中
国
や
台
湾
の
旧
暦
の
正
月

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
最
低
気
温
が
０
度
よ
り
低
い
日

②
現
代
人
は
電
子

に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し

て
い
ま
す

③
水
筒
に
入
れ
ま
す

④
ヒ
ヒ
ー
ン
�
と
い
な
な
く
動
物

⑤
ス
マ
ホ
に
入
れ
た
り
消
し
た
り
し
ま
す

⑧
ベ
ッ
ド
が
２
つ
あ
る
部
屋

⑩
頬
の
こ
と
。

ダ
ン
ス

⑫
ス
ラ
ロ
ー
ム
や
モ
ー
グ
ル
な
ど
の
種
目
が

あ
り
ま
す

⑬
人
が
い
っ
ぱ
い
に
入
っ
て
い
る
状
態

⑭
西
ア
ジ
ア
の
国
の
１
つ
。
首
都
は
ア
ン
カ

ラ
⑯
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
の
で

器
を
つ

け
た

⑱
節
分
の
豆
を

の
数
だ
け
食
べ
た

⑳
実
が
な
る
ま
で
の
期
間
が
短
め
の
品
種
の

こ
と
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

大　光

髙田 葵生さん (６歳)

萠　和

とだ ゆずはさん (７歳 )

三木 日向花さん (７歳 )

萠　和

川原 和夫さん (？歳 )

美　成

原口 う月さん (８歳 )

萠　和

村﨑 結麻さん (10歳 )


